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■ 年男・年女インタビュー
美浜打瀬小 5 年生の仲良しグループ
今年の抱負を尋ねると、「小学校最後の
年なので、小学校生活をみんなで存分に
楽しみたいです」と、声をそろえて答え
てくれました。12 年後もこのメンバー
で写真撮影に参加したいそうです。
【写真左から】深井さん、二階堂さん、
松崎さん、坂本さん。
� 【インタビュー：城本】

お母様と息子さんの親子で参加
12 年前、ベイタウンニュースで卯年の撮影写真
を見たというお母様。「12 年後は自分も絶対に
撮影に参加したい」と思ったそうです。その年、
息子さんの和也君が誕生し、親子で撮影できる
日を心待ちにしていたそうです。今回は、念願
叶っての撮影となりました。
【写真情報】
佐久間城子（せいこ）さん（パティオス 17番街）
／和也くん� 【インタビュー：城本】

セントラルパークウエストの水城政
良さん
六十歳という記念の歳、まだまだ先輩が
活躍しているので自分も頑張りたいと思
っています。来年の抱負は、子供に負担
をかけないためにも省エネをして地球の
温暖化防止に取り組みたいですね。
� 【インタビュー：佐藤】

第 13 回 年男・年女撮影会　今年は卯年　2011

海浜打瀬小 5 年生の
ふたり組
卯年ということで、かわ
いらしいうさぎのカチュ
ーシャを付けて撮影に臨
んだ海浜打瀬子小 5年生
のふたり組。依田さん（写
真右）は「今年は勉強も
がんばりたいけれど、友
達とも仲良くしていきた
い」、大木さんは「小学
校の楽しい思い出を作り
たい」と、それぞれ今年
の抱負を語ってくれまし
た。
� 【インタビュー：城本】



　千葉市の小中学校では毎年「中学校体験入学」という行事を行っている。高校生が志望の大
学を見るオープンキャンパスのような催しだ。ベイタウン唯一の公立中学である打瀬中学校で
も昨年の12月 3日（金）午後に打瀬、海浜打瀬、美浜打瀬の3小学校の6年生全員を迎え
て体験入学会を行った。中学校生活とはどんなものか。入学したらどこの部活に入ろうか。興
味津々で打瀬中学校内を見学する小学生に同行して取材した。� 【松村】

　去年（2010 年）の夏休みにラジオ体操リーダーをやり、ベイタ
ウンニュースの記者の方と出会いました。夏休みが終わった 9月か
らベイタウンニュースを配り始めました。すると沢山の地域の方と
触れ合うことができて交流の場にもなりました。この作業を中学生
になっても時間をさいて続けていきたいです。
　小学校では放送委員長をやっています。ときには学校放送がボロ
ボロなときがあります。そんなときも多くある放送ですが、失敗を
なくし気持ちよく卒業していけるように残り少ない小学校生活を送
りたいです。クラスの友達と別れるのは悲しいですが、残りわずか
な小学校生活を大切にし、たくさんの人と遊び・学び・協力してい
きたいです。（赤川新君）

　美浜打瀬小での 6年間で一番心に残っているのは運動会の応援団
長をしたことです。1年生の時からずっとなりたいと思っていたの
で選んでもらった時は最高にうれしかったです。みんなを 1つにま
とめ上げることはとても大変なことでしたが終わってみたらすごい
自信になりました。中学校へ入ったら、きっと部活や勉強など小学
生の時よりもハードになってくると思います。しんどいことも多い
と思いますが小学校で頑張ってきたことを思い出しながら乗り切っ
ていきたいと思います。今まで続けて来たサッカーも中学でやりた

いけど、心機一転新しいことをやってみてもいいと思います。中学
には今の友人もたくさんいるので、ずっと仲良くしていきたいです。
またほかの小学校から来る人とも仲良くやっていきたいです。自分
が目指す場所は、いくらでも遠回りして転んで行けばいい。そう思
って中学に行きます。中学でいっぱい遠回りして、転びます。そし
て自分が目指す場所に必ずゴールします。（嶋田渉君）

　僕は受験はしませんが、塾で勉強を頑張っています。打瀬中学校
の中でもテストなどで上位に入りたいので、きついけれど塾に行っ
ています。中学校で友達をたくさん集めて、楽しく遊びけじめをつ
けて行動していきたいです。「やる時はやる」「やれるだけやる」と
いう目標を目指し、がんばっていきたいです。（赤神将太君）

　僕は受験をすることになっています。友達のほとんどは地区の中
学に入ることになっていて僕のほかに友達はいなくて少しさみしい
ですが夢のために夢に向かって毎日頑張ります。
　少しずつですがその努力がむくわれるように、油断しないで余裕
を持たずに受験が終わった時に悲しい思いをしないでのこり少ない
6年生の日数を楽しく過ごし、遊び、「やる時はやる、やれるだけや
る」というルールを守りながら過ごしていきたいです。（片山皓太君）

3小学校6年生が打瀬中学校へ体験入学

打瀬中3階屋上から学校全景を見る小学生たち。後ろにあるのはパラボ
ラのようだが、アンテナではなくただのオブジェ。しかし小学生に限ら
ず見る者に何か先進的なものを期待させる効果は十分だ。

体験入学の日は新入部員の勧誘には絶好の
チャンス。入学したら是非我がクラブへと
先輩部員はプラカードを持つ（写真左上）。
昨年県大会で金賞をとった吹奏楽部の歓迎
コンサートには驚くほどの見学者があった
（写真左）。
野球部の練習見学に集まった6年生たち。
「やっぱり中学の練習はきびしそう」という
声も（写真上右）

最初に全員が集まった体育館。

校内のあちこちで生徒会役員が案内

先輩、よそ見しないで授業に集中して下さい

意外（？）に人気があった科学部の実験。

　小学校生活最後の学期　僕たちがんばっています



「竹の箸（はし）をつくろう」
時間：9:30〜 11:30
場所：ベイタウン・コア　工芸室
持ってくるもの：小刀、タオル
参加費：50円（保険料）

1 月 22日（土）寺子屋工作ランド

　毎年 1月初旬にコア中庭で行われる「も
ちつき大会」。すっかりベイタウンの新春の
風物詩になっているが、今年はちょっとした
「物語」のある臼（うす）が登場する。この
臼は 3年前の 2008 年のもちつきにも登場
したが、ひび割れがありそのときは使うのを
見合わせていた臼だ。
　3年前。もちつきを主催する青少年育成委
員会は臼がなく、困っていた。それまでは他
の地区から借りたり、小型のものを買ったり
してしのいでいたが、もちつきの規模が大き
くなり毎年行われる行事になって自前の臼が
必要になったからだ。知り合いや街のひとに
声をかけ、農家の納屋の奥に眠っていた古い
臼を探し、やっと苦労して 3つ集めた。そ
の中に他の臼よりもひとまわり大きく、堂々
とした古い臼があった。それがこの物語の臼
だ。
　実はこの臼は当時打瀬小学校に勤めていた
佐々木先生が出身の仙台の実家に使われずに
おいてあったものを運んできて寄付してくれ
たものだ。今から 50年も前、先生が生まれ
たとき喜んだお祖父さんが家の周りの屋敷林
から、太いけやきの木を１本切り出してつく
ったものだという。
　ところがこの臼は運んできたときはひび割
れがあり、残念ながらもちつき大会では使わ
れずに打瀬小の倉庫に眠っていた。直すにし
てもボンドで
接着したくら
いでは治りそ
うもない。育
成委員会でも
どうするか悩
んでいた。
　「やってみ
ましょう」と
手を挙げたの

は自治会連合会の小畑さん（10番街）。小畑
さんは DIY の達人だ。連合会や商店会の倉
庫を造るなど簡単な大工仕事までこなす。道
具もひととおり揃え、刃物研ぎも自分でする
ほどだ。だがその小畑さんにもひび割れ臼の
修理は初めてだ。木を入れて接着するくらい
ではもちつきには耐えられそうもない。しば
らく考えた末、
12 月に入って
から作業にとり
かかった。
　修理は大手術
だった。ひび割
れている部分は
すきまが最大で
も 2cm ほどだ
が、それが臼の
下まで続いてい
る。小畑さんはそのひび割れの部分を切り取
り、中に新しく堅い木を入れて固定すること
にした。だが固定すると言ってももちつきで
かかる圧力は強い、接着
剤程度ではとても持たな
い。丸い臼では釘を打つ
のも困難だ。考えた末、
ボルトを通し両側から締
め付けることにした。
　作業場所は連合会の倉
庫があるコア裏の駐車場
の隅。時間を見つけては
週に何度か 2、3 時間の
作業を続け、やっと年末
に完成した。
　修理の途中、小畑さん
は臼に刻まれている年輪
を数えてみた。81 本ま
では確認できた。臼は 1
本のケヤキの根元近くの

太い部分を輪切りにして造られている。臼が
切り出されたときのケヤキの樹齢は 100 年
近くにもなる。昔は農家の周りの屋敷林には
こんな木が何本もあり、家の立て替えや修理、
家具や農機具になってきた。しかし今ではも
うこんな木も少なくなり、こんな太く立派な
臼も新しく造られることはない。小畑さんは
臼の外側には柿のシブを塗り、最後にニスで
仕上げた。
　今年のベイタウン恒例のもちつき大会は 1
月 9日（日）。何人もの手をへてベイタウン
の新年もちつき大会に登場した臼を見てみよ
う。� 【松村】

新年もちつき大会　臼（うす）物語

1月の常設　お話し会
時間：10:30 〜
場所：ベイタウン・コア　講習室（途中入場もできます）
今月もわくわくするおはなし、ゲームを用意してお待ちしています。
年齢制限はありません、絵本の好きな大人も子どももぜひ来てね！
予約は不要です。**　読み手も募集中、見学歓迎　**
連絡先：　井上　（211-0188　wak2@yahoogroups.jp）

1 月 15日（土）わくわくお話し会　1月の常設お話し会

第90回ファツィオリの会
時間：9:30〜 11:30
場所：ベイタウン・コア　音楽ホール
月に１度開催される、フルコンサートグランドピアノ「ファツィオ
リ」を囲んで楽しんで頂ける日です。
ピアノ以外の、声楽、その他の楽器でも参加も大歓迎です。ご希望
で非公開にもできます。
どうぞお気軽にお申し込み下さい。尚定員になり次第、締め切らせ
て頂きます。
最新のプログラム内容は
http://www.baytown.ne.jp/core/ をご覧ください。
申込締切：1月16日（日）
連絡先：Tel,�Fax：297-3088（上谷）

1 月 23日（日）ファツィオリの会

今回の修理に使った道具類

修理が終わった臼を前にする小畑さん

　打瀬中学校では毎年、地域の大人が講師として 1年生を教える EX
講座を行っています。ベイタウンニュースでも昨年にひきつづき 1
年生を対象に「新聞づくり」の授業を行いました。
　昨年、この講座で生徒達がつくった壁新聞をコアに展示したとこ
ろ、生徒やその保護者の皆さんが大勢見に来てくれ、大変好評をいた
だきました。中にはお祖父ちゃん、お祖母ちゃんと三世代で見に来て
くれたご家族もあり、新聞づくり以外に地域のふれあいにも役立った
と EX講座の効果（？）に驚きました。
　今年も同じく 1年生 21人が 4回の講座を通して制作した壁新聞 4
枚をベイタウン・コアに展示します。
打瀬中 1年生　EX講座制作壁新聞展示
期間：平成 23年 1月 8日〜 1月 31日
場所：ベイタウン・コア　廊下壁面

打瀬中1年生　EX講座の壁新聞を今年もコアに展示



毎度、平和交通バスをご利用頂き誠にありがとうございます。


